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オーストラリアのグローパル教育プロジェクトの基本的構想とその特質

木村 裕

はじめに

グロ パル教育 (globaleducation)は、貧困や環境破壊、国際紛争など、国を越えた取り組

みが求められる地球的諸問題の解決をめざLて、イギリスやアメリカ合衆国、カナダ、オ スト

ラリアなどにおいて実践されてきた教育活動である。オ ストラリアでは1994年以降、グロ パ

ル教育プロジェクト(GlobalEduation Proj配t 以下、 GEP)を推進するというかたちで、

オーストラリア連邦政府(以下、連邦政府)がその発展と普及に力を入れてきた 10 GEPは、連

邦政府白海外援助活動を担当 Lているオ ストラリア国際開発機構 (AustralianAgency for 

International Development 以下、 AusAlD)によって進められている国家プロジェクトであ

る。これは、 AusAIDが主導Lつつも、開発教育 (developmenteducation)の推進に貢献Lて

きたNGO白スタッフや教師、研究者など多様な立場にある人々白協力白もとに進められており、

主に学校教育の場における実践の発展と普及がめざされている。これはたとえば、政府によるナ

ショナル・カリキュラムの導入に伴って学校教育の場におけるグロ パル教育や開発教育の実践

が後退Lたイギリスとは対照的であり、オ ストラリアの特徴の1つである。

GEPにおいてグローパル教育は、 「万人にとって平和で、公正で、持続可能な世界に向けて活

動することのできるような、物事をよく知り、エンパワーされた未来白地球市民となるための価

値観やスキル、態度、知識を学習者に教える教育活動J'と定義されている。こ白ように定義さ

れているGEP白グローパル教育は、開発教育と同義白もの、あるいは発展形であると促えられ

ている。これは、 GEPの1つの到達点と言える教師用の単元事例集 『グロ パル ・パ スベクティ

プ・シリ ズ CGlobalPerspectives Series)J (以下、 『シリ ズJ)においてガイ CGuy，R.) 

が、 Irグローパル教育』という用語で示されているグローパル・パースベクティプのための教
育は多くの側面や定義を持っているため、開発教育や国際教育、ワ ルド ・スタディ ズなど多

くの名前で知られている」 主としていることや、 『シリ ズ」におけるグロ パル教育の目標が、

オ ストラリアにおける開発教育の代表的著作であるコルダ CCalder， M.)とスミス CSmith，

R.)の 『万人にとってよりよい世界を (ABetter World for AJ/)J • で示された開発教育の目

標をそのまま踏襲Lていることからも見て取ることができる。

筆者はこれまでに、ハワード CHoward，J.)前政権sが成立Lた1996年まで白オーストラリア

における開発教育の歴史的展開をまとめた。そこでは、歴史的に連邦政府と強い関わりを持って

進められてきたことと、 199日年代に入り、実践の場が学校外教育の場から学校教育の場へと広がっ

てきたことを、その特徴として挙げた九また、 『シリ ズ」の理論的基盤となっているコルダ
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とスミスおよびフィエン (Fien，J.)白開発教育論の検討を行った'0LかLながら、199日年代

半ば以降に進められているGEPの全体像や取り組みの実態はまだ明らかにされていない。

以上をふまえて本稿では、GEPの基本的構想を整理し、その特質を明らかにすることを目的

とする。この課題に迫るために、第一章ではまず、GEPにつながる開発教育の展開を慨観する。

続く第二章では、GEPの全体像を明らかにする。そ Lて第三意では、具体的な取り組みを検討

Lながら、GEPの特質について考察する。

第一章 グローパル教育プロジェク卜につながる開発教育の展開

本章では、開発教育実践の広がりおよびグローパル教育に対する認識の高まりの経緯を慨観す

るとともに、開発教育実践の広がりに見られる特徴を整理する。

第節開発教育実践の広がりとグロ パル教育に対する認識の高まり

オ ストラリアにおいて、連邦政府によって開発教育という用語が使われ始めたのは1968年と

されている。開発教育は当初、開発途上国において援助活動を行っていたNGOやキリスト教系

の教会によって、主に学校外教育白場で実践されていた。そこでは主に、開発途上国に見られる

貧困や格差白現状をオーストラリア圏内に住む人々に知ってもらい、援助白ため白募金活動を推

進することが目的とされていた。

その後、国際的な開発論の進展や、園内にも存在している貧困や格差などの問題の解決に取り

組むことも重要であるとの認識の高まりを背景に、開発教育の目的や内容が充実Lていく。 1980

年代以降の開発教育の主な特徴は、以下の3点にまとめられる。それは、① 「貧困や不平等に対

Lて関心を持つ」ことだけではなく 「それらにどのように取り組んでいくのかを決定する」こと

までをめざすようになったこと、②人と自然、世代聞などに見られる相互依存関係に目を向ける

ことの重要性や、開発に関わる問題の複雑さや学際的な性格が広く知られるようになったこと、

③国内の問題にも目を向けることの重要性が認識されるようになったこと、である九

また、1972年に樹立されたウイットラム (Whitlam，E. 0.)率いる労働党政権は、開発教育

に対する資金援助を積極的に行った。これ以降、実践に向けた出版物の刊行、教師へ白コンサル

ティング、教師教育プログラムの提供などを行う 「開発教育センターJ.の設立(表1)が進め

られることとなった。センタ が設立されなかった州 ・直轄区では、学会や教育コンサルタント、

州町教育省などが連憐することによって、開発教育の推進に努めた。これらを背景と Lて、1980

年代後半になると、開発教育を学校教育の場へ導入する動きが加速していく。

こうした中で1991年に、コルダ とスミスによって、先述の 『万人にとってよりよい世界を』

が著される。そこでは、開発教育の基本的な慨念や実践のポイントが整理されるとともに、学校

での授業に使える活動事例が紹介されている。同著においてコルダ らは、開発教育の理念と L

て万人にとって白よりよい世界の構築を掲げたうえで、開尭教育を 「子どもたちが、万人にとっ

て白よりよい世界白開発に効果的に参加する白を助けるプロセス」であるとともに、「全て白カ

リキュラム領域に取り入れられるパースベクティプ」であると定義Lている九 また、そ白目標

として、自他への気づきや相互依存関係への認識を深めること、自他を肯定的に受け入れたり人

権や公正さを尊重Lたり Lょうとすること、問題解決に必要なプロセスを知り、そこで求められ

る技能を身につけること、さまざまな可能性を考慮Lたうえで適切と考えられる行動を起こすと
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ともに、その改善に向けて自らの行動の結果を評価することなどを挙げている110

【表 1 各州・直轄区の 「開発教育センター」の一覧】

州・直轄区 設立年 センター名

クイーンズランド州 (QLD) 19飴年 Global Learning Centre 

ニューサウスウ正一ルズ州
1973年

Ideas Centre 
(NSW) (資金難のため、 1994年に閉鎖)

オ ストラリア首都特別地域 / (ACT) 

ピクトリア州 (V1C)

------
南オーストラリア州 (SA) 1990年

South Australian Development Erlucation Centre 
(1992年に口lobalEducation Centreと改称)

北部準州 (NT --西オーストラリア州 (WA) 1985年 One World Centr巴

タスマニア州 (TAS) 1985年
Tasmanian Development Education Centr巴
(2003年にTa田血凶nCentre for Global 1且 rnmgと改件)

(表は、筆者が作成)

1990年代以降、 「グロ パル教育」という名称が一般的になるとともに、学校教育の場での実

践を広げる動きは継続Lている。開発教育からグロ パル教育への名称変更の背景には、 「開発

教育」という用語からはその意味を十分にはイメ ジLにくいという議論がなされていたことが

挙げられる。たとえば、表1にある南オーストラリア開発教育センター (SouthAustralian 

Development Education Centre)は、センター名を1鈎2年にグローパル教育センター(Global

Education Centre)と改称Lた理由として、 「開発 (deve!opment)Jという用語の分かりにくさ

を挙げている九 すなわち、実践を広げていくうえで、 「開尭教育」という名称ではそ白内容が正

Lくイメ ジされにくいことが問題視されたのである。

学校教育の場に実践が広まる重要な契機としては、オ ストラリアにおいて、グロ パルな視

野を持つ人材白育成が教育における重要な課題の1っとして認識され始めたことを指摘すること

ができる。たとえば、 1989年に採択された 「学校教育に関するホパート宣言 (theHobart 

D配 la.rationon Schooling)J i3を見てみると、ナシ ョナル ・カリキュラム開発の基木理念と L

て、 「釣り合いのとれた開発とグロ パルな環境に関する理解とそれへの関心JI積極的かっ知識

を持った市民と Lて参加Lていくために必要となる知織や技能、態度や価値観の発達JIわれわ

れの文化遺産について由理解とそれへの尊敬」などが挙げられている。こう Lた動きを背景と L

て、開発教育やグローパル教育で扱われる内容の重要性に対する認識が高まってきたのだと言え

る九

第二節 開発教育実践の広がりに見られる特徴

ここまで見てきたように、開発教育は次第に学校教育の場へと広がりを見せてきた。こう Lた

実践の広がりに見られる特徴として、自主的な教材開発や実践、理論に関する研究などが積み重

ねられてきた点が挙げられる。 GEPと同様、開発教育の実践や研究には、多様な立場の人々が
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自分なりの目的や信念を持って関わってきた。そのため、開発途上国の悲惨さを訴えることによっ

て募金活動やアモ活動などに学習者を関わらせることをめざすものや、学習者 人ひとりが学習

を通して自らのとるべき行動を決定し、それを行うことによって諸問題の解決をめざすものなど、

多様な実践が生まれてきた。また、他の実践者と協力Lたり異なる強調点、を持つ実践と比較Lた

りすることによって、自ら白実践を発展させてきた。このように、多くの人々が多様な意見を出

し合いながら、よりよい開発教育実践をつくりあげようと模索してきたのである。

一方で、ニュ サウスウ ェ ルズ州のアイディア ・センタ (Ideas Centre)が資金難のため

に閉鎖されてLまったように、連邦政府からの資金援助は決して十分なものではなく、資金面で

の不安定さが大きな課題であった。長期的なビジョンに立って堅実な取り組みを行うためにも、

運営基盤の確立が重要な課題であったと言えよう。

こうした中で開発教育はグローパル教育と名を変え、連邦政府の機関であるAusAIDが主導す

るGEPとLて進められることとなった。次章では、GEPの全体像を明らかにする。

第二章 グローパル教育プロジェク卜の全体像

口EPを統括LているのがAusAIDOパーチ CBurch，A.)である。口EPにおいて行われている

主な取り組みとLては、「各州 ・直轄区でのプログラムの実施JI教材の開発と出版JIウェプサ
イトの運営」の3つが挙げられる。以下では、それぞれについて見ていこう。

第一節各州 ・直轄区でのプログラムの実施

各州 ・直轄区でのプログラムは、①AusAIDが州 ・直轄区ごとにGEP担当者・担当機関(以下、

「担当者J)を募集する、②応募者は 「活動計画JI必要経費JI期待できる成果」をまとめた申

請書類をAusAIDに提出する、③AusAIDは申請書類をもとに選考を行い、採用する、④採用さ

れた 「担当者」は、申請書類の内容に Lたがって活動を行う、という流れで実施される。 AusAI

Dは1980年代後半には開発教育を実践LているNGOなどに資金を提供Lて教材開発を行うこと

を主な活動としていた。 Lかし、AusAIDが1鈎6年に、対資金効果という視点でその支援策目成

果を評価Lた結果、教師教育プログラムへの重点的な資金の投入が重要であることが明らかとなっ

た。すなわち、充実Lた実践を行うこと白できる教師の育成が、グローパル教育の発展と普及の

ために特に力を入れて取り組むべき課題であるとされたのである。そのため、1996年以降、教師

教育プログラムを効果的に行うことのできる応募者を採用する傾向が強まっている。

【表2 各州・直鱈区のGEP担当者・担当機関白一覧 (2007年12月現在)】

州・直轄区 担当者・担当槌関 備考
QLD Global Learning' Centr巴 NPOの1つ
NSW Global Education Proj巴ct 主に、 Su坦nBliss (シドニ一大学教控)が担当
ACT 

V1C Global Edu団 tionProj巴ct
主に、 MeganBourk自(G曲graphyT岨 oh自問'
A民自iationof Vic旬 ria)が担当

SA Global Education Centr巴 NGOかっNPO

NT SOCIal Educators.ATs巴srorclitaotriyon of the North巴rn 社会科教育に憐わる教師や研究者の団体

WA  One World C巴ntre NGOの1つ
TAS Univ巴rsitv of Tasmania 主に、 JulieBrowett (タスマニア大学講師)が担当

(表位、筆者が作成)
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筆者が調査を行った2目前年12月の時点における各州 ・直轄区の 「担当者」は表2に示Lたとお

りであるコ表にあるグロ パル学習センタ (口lobalL岨 1山口gCentre)、グロ パル教育セン

タ CGlobal Education Centre)、ワン・ワ ルド・センタ (One World Centre)は、 198

0年代より開発教育の推進に力を入れてきた団体である(蓋1を参照)。ここから、 GEP白推進に

関して開発教育研究の蓄積が大きな役割を果たしていることが分かる。

各州 ・直轄区の 「担当者」の具体的な取り組みと Lては、教師をめざす学生や現職教員を対象

とLたワ クショップや大学で白講義が挙げられる。こう Lた取り組みは教師教育プログラムの

一環と位置づけられている。ただし、そこで行われるワ クショップや講義の内容は 「担当者」

に任されているため、画一的なものが行われるというわけではない。次章で検討するように、

「担当者」が工夫Lながら独自の取り組みを行っている。

プログラムを担当するセンターはまた、独自の資料室を持っている。これらのセンターでは、

開発教育やグローパル教育に関する理論替や活動事例集写真やポスターなどの資料を揃えてお

り、利用者はそれらを自由に閲覧Lたり、借りたりすることができる。また、 「担当者」は、主

に教師を対象と Lた侵業づくりのコンサルティングも行っている。そこでは、資料の紹介や具体

的な活動の提案など、教師がグロ パル教育を実践するための手助けが行われている。

第二節教材の開発と出版およびウェプサイ トの運営

GEPにおける教材の開発と出版は一般的に、 「担当者」とカリキュラム ・コ ポレ ション

CCurriculum Corporation)いう企業の連憐を通して行われている。カリキュラム ・コ ポレ

ションとは、ピクトリア州の州都メルボルンに本部を置く企業であり、主に学校の教師が授業の

中で使用することのできる教材の開発を行っている。これは連邦政府とは独立Lた企業であるが、

教材開発を行ううえで連邦政府と白強い結びつきを持っている九

「担当者」とカリキュラム ・コ ポレ ション由連関による場合、 AusAIDが教材など白作成

をカリキュラム ・コ ポレ ションに委託し、カリキュラム ・コ ポレ ションが作成委員会を

結成して作成するという流れが多い九 作成委員会は通常、 10名から20名程度の教師や連邦およ

び州政府の教育関連職員、専門家から構成されている。また、作成委員会の編成に際Lては、で

きるかぎり多くの州 ・直轄区から委員を集めるようにLていると言う。多様な立場の人々で構成

することによって、作成Lている教材が、実践的で、かっ、各州 ・直轄区のカリキュラムとも合

致Lたものとなることをねらっているのである。 GEPに関Lて見てみると、これまでに、先述

の 『シリーズ』や 『グローパル ・パースベクティプ オーストラリアの学校のためのグローパ

ル教育に関するステイトメント CGloblUPerspectives A St8.tement on Glob8l EduC8tion 

五orA ustrlUilll1 8chω>ls)J口の作成と出版などが、 AusAIDからの委託事業というかたちで行わ

れた。

カリキュラム ・コ ポレ ションでグロ パル教育関連事業の責任者を務めている白が、マク

ニコル CMcNicol， C.)である。彼女によれば、 AusAIDは教材白作成をカリキュラム ・コ ポ

レーションに完全に任せるのではなく、ガイドラインを示すかたちで教材の内容に関Lて要望を

出すと言う九 一方、私企業であるカリキュラム ・コーポレーションにとってAusAIDからの資

金提供は重要な財源の1つであるため、できる限りAusAIDの意向を反映させながら教材を作成
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するようにしていると言う。

このようにカリキ s ヲム・コ ポレ ションが中心とえよる場合に加えて、 AusAIDが各州 ・直

結区の「担当者」やNGOに直接委託Lて教材の開発と出版が行われる場合もある。特に、南オー

ストラリア州でGEPを但当しているグローパル教育センターや、「担当者」ではむいがGEPと密

接な関係を持ってグローパル教育を推進しているNGOであるワールド ・ビジョン ・オ ストラ

リア (WorldVision Australia)は、精力的に教材開発を行っている。

ウェプサイト叩運営は、カリキュラム ・コ ポレ ションとエデュケーション ・ドット・エイ

ユー Ceducation.au)19と呼ばれる企業と白連機白もとに行われている。具体的には、AusAID

由意向をもとにカリキュラム ・コ ポレ ションがウェプサイトに掲載すべき情報をまとめてエ

デュケーション ・ドット ・エイユ に伝達L、エデュケーション ・ドット ・エイユーがその情報

をもとにウェプサイトを作成するという流れで運営されている。このウェプサイトは「グロ パ

ル教育ウェプサイト (GlobalEducation Websi阻)J測と呼ばれ、オーストラリアの初等・中等

学校におけるグローパル教育の量と質を向上させることを目僚として運営されている。これは

1997年に闘設されて以来、主にグロ パル教育を実践する教師たちによって利用されている。

.....GEP … ・"・・M・M・....…......…・・.........・...山……...... …… .. 山...山…….. 山.. 山"''''00山…….. 山山….. 山.. 山..山…..山….. 山….. 山.. 川.. 山…….. 川.. 川.. 川…….. 山...山…….....…….....…….. 川.... …….....….....…….. .. 山….....….....…….. 山....…….. 山.. 山.刷ヘ.

E オト}ストラリア国醜際醐聞鵬尭般鵬構仏叫叫ID別

(GEPの実質的な証活ー最高責任者 Mr.ArthurB田川

例制・直轄区のGEP担当者担当槽関

(NGO、大学の研究者など)

カリキュラム ・

Global Edu回tionWet削除
の作成・運営

学校教育の場において教師が行うグローパル教育の実践

GEPとは鯉関係の資料やウェプサイトなど

(NGO、国連、外国の文献など)

GEPとは需関悟のNGOなどによる

コンサルティングやワークショップなど

[園オーストラリ7におけるゲローパJ~輔ブロジェウトの全体制 (図は、筆者が作成)
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ここまでに述べてきた取り組みをふまえてGEPの全体障を表したものが、前ページの図であ

る。オ ス lヲリア全土に渡るグロ パル教育白推進をめざす口EPでは主に、各州 ・直轄区の

「担当者」を選定Lたり、出版される教材やウェプサイト白内容に要求を出Lたりすることによっ

て、AusAIDの、ひいては連邦政府の意向を反映Lた実践を全国に広めることを可能にするシス

テムが確立されているのである九

ただし、教師は実践に際Lて、GEP白中で作成された教材や資料、ウェプサイトだけでなく 、

GEPとは無関係自資料やウ ェプサイトなどを利用する場合もある。また、各州 ・直轄区の 「担

当者」が授業づくりのコンサルティングを行ったり、資料室を開放Lたりする際には、GEPで

構想されているグロ パル教育をそのまま広めようとするとは限らない。そこで次章では、「担

当者」による具体的な取り組みについて見ていこう。

第三章 グローパル教育プロジェク卜における具体的な取り組みとその特質

本章では、GEPで構想されているグローパル教育の基本的性格を確認するとともに、GEPの

「担当者」が行っている具体的な取り組みを検討していく。

第一節グロ パル教育プロジェウ トで構想されるグロ パル教育の基本的性格

ここでは、GEPで構想されるグローパル教育の性格を検討するために、GEPにおける教材を

めぐる議論を取り上げる。議論は、グロ パル教育において取り上げる問題の選択と、扱う資料

の選択に関Lて見られる。

まず、取り上げる問題の選択について見てみよう。 AusAIDは海外援助活動を主な業務とLて

いる。そのため、GEPで作成される教材においても、主にオーストラリア国外に見られる諸問

題が取り上げられる。

一方、先述のように1980年代以降、グローパル教育の前身である開発教育で扱うテーマに圏内

の問題を含めることの重要性が議論されてきた。これは、宜困や格差など開発に関わる問題は開

発途上国だけではなく先進諸国内にも存在Lていると認識することによって、こう Lた問題と学

習者自身白つながりをより明確に把握Lたり、自国も含めた世界中に見られる貧困や格差などの

問題の解決をめざすことを強調Lたりする主張であった。また、南オ ストラリア州白州都アデ

レードにあるA高等学校で社会科関連科目を担当LているE教諭は、『シリーズ』が単元事例集と

Lて優れた構成になっていることを評価しつつ、特に 「アポリジニの視点が欠けている点」を、

『シリ ズ』が抱える制約の1っと Lて指摘する220 オ ストラリアでは先住民族であるアボリジ

ニの人々への偏見や差別、あるいは彼らが置かれている貧困状況が問題となってきたため、コル

ダーらも 『万人にとってよりよい世界を』においてこれらの問題を意識的に取り上げていた九

このように、開発教育では圏内の問題にも目を向けることが強調されてきたことが分かる。

この点についてパ チは、グロ パル教育においても国外白問題だけではなく圏内田問題を取

り上げることも重要であるという点を認めつつ、海外援助活動を担当しているAusAIDという機

関白一事業であるというGEPの性質上、圏外白問題を中心に扱わざるを得ないと述べている九

次に、阪う資料の選択について見てみよう。 AusAIDの委託を受けて教材を作成Lているカリ

キュラム ・コーポレーション白マクニコルは、教材の対象者は全国の多様な人々であるため、教

材の内容や学習活動が特定の立場に立つものとはならないよう配慮Lていると言う。すなわち、
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政治的な内容や、特定の個人や団体の主張に偏った資料や記述を避け、「中立的」な立場に立と

うと Lているのである"。 方、S教諭は 『シリ ズ』が他えるもう1つ白制約と Lて、「掲載され

ている資料がAusAIDのものに偏っている点」を指摘Lた九 これは、『シリ ズ』がAusAIDの

実施する援助活動の実態を知らせ、それに対する学習者の賛同や支援を喚起Lょうとする性格を

持っていることへ白批判であると言える。 NGOによって実践されてきたという経緯から分かる

ように、開発教育は本来、政府の政策や活動のあり方そのものも批判的に検討するという性格を

持っている。しかL屯がらGEPではこう Lた志向性が後退していることが指摘できる。

このようにGEPにおけるグロ パル教育は、「申立的」な立場に立つことを志向Lつつも、圏

外の問題に目を向けることを強調し、また、AusAIDや連邦政府の活動を肯定し、維持・発展さ

せるという立場に立っていることが分かる。ただし、GEPはこう Lた性質を堅持Lたグロ パ

ル教育のみを許容しているわけではない。パーチは、教師や各州 ・直轄区の 「担当者」などが、

GEPで作成された教材だけではなくその他の教材や資料を用いながら、独自の実践を行うこと

を奨励していると言う。こう Lた実践はときにAusAIDの取り組みや現行の政府の政策などを批

判することにつながる可能性があるが、パ チは 「民主主義の社会なのだから構わない」と述べ、

反対Lてはいない九 こ白ようにGEPでは、そこで構想されているグロ パル教育が一定の立場

に立つものとなっていることを認めながらも、それを絶対視Lたり強要Lたり Lないことによっ

て、多様な実践が生まれる余地を残している。

こう Lた余地を背景と Lて、各州 ・直轄区の 「担当者」も、GEPの基本的な構想にのっとり

ながら独自の取り組みを行っている。次節では、こう Lた取り組みの1っと Lて、タスマニア州

でプログラムを担当するプロウ ェット CBrowett，J.)のものを取り上げ、その内容を検討する。

第二節グロ パル教育プロジェヲ トにおけるプロウェットの取り組み

プロウェットは、自身白所属するタスマニア大学がGEPの担当機関に選ばれたことを受けて、

2日08年1月7日から9日にかけて、グローパル教育に関する夏期講座を開講Lた。これは現職教貝

の専門職性向上プログラムを提供するも白であると同時に、学士号取得のため白単位を提供する

も白でもあり、教職希望の学部生も参加していた。このように同講座は、教師教育プログラムの

一環として位置づけられていたへ

同講座では、グロ パル教育が育成をめざLている地球市民とはどのような市民か、というこ

とから始まり、社会正義や人権、持続可能な未来などグローパル教育で重要とされている広範な

慨念について由理解を深めたり、グロ パル教育で利用される教授戦略を知ったり、グロ パル

教育に関わる理論的な議論を把握Lたりするためのセッションが設けられていた。表3は、同講

座の慨要を示Lたものである。

ここで特に注目 Lたいのが、講座の中で何度も行われている文献や資料、教材など白紹介であ

る。プロウ ェットが夏期講座で紹介あるいは使用 Lた文献や資料は、GEPの中で作成された教

材や資料開、グローパル教育ウェプサイトをはじめ、ワールド ・ビジョン ・オーストラリアやオッ

クスファム (Oxlam)などのNGOが作成Lた資料、ユネスコによる 『開発白ため白教育』組、グ

ロ パル教育センタ のウィルディ (Wildy， M.) らが中心となって作成Lた教材"など多岐

にわたるコまた、たとえばグロ パル教育ウ ェプサイトを紹介する場面において 「これはグロ
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パル教育を行ううえで有益な資料をたくさん提供Lているが、AusAIDの立場から作成された情

報が多い白で、これだけを絶対視Lないようにしなければならない」ということを強調するなど、

GEPを主導するAusAIDの活動内容を相対化Lょうとしていた。

【表3:7ロウェ ットの夏期講座の概要 (2008年1月7日-9日にタスマニア大学にて実施)】

セッション 1
* 自己紹介

ホ講座の慨要の説明

* 地球市民 (globalcitizen)とは何か
• Curriculum白r胆ration.Globa.l Pe.'lSJ)I;rtiv，e's .' A Statement on Globa.l Education 

セッション 2 for AustraIian &hools. Mel国間
*各州のセンターなどについての簡単な説明

車 fhypoth巴"団uアクティピティ(ロールプレイの一種)

月? 
* 文献紹介

日 Trevor Poultney. Globa.lise Me!.' A畠udent'sGui油 toGlo白lisa.ti出.Mel出urne:

セッション 3
Curriculwn Cor回rationAustralia.醐4.

• 8igelow. B.(eds.)晶幼inkingGlo曲lizafJ四 Teachingfor Justice in a.n Uniust 
WorId. Ameriω: Rethinking 8ch∞ls Ltd. 2002 など

*社会正義と人権に関するグループワーク

セッション4
* ユネスコによる人権に関する活動についての説明

* ベトナムのストリートチルドレンを対象と Lた職業訓陣学校についてのビデオ視聴

* 子どもが行つ仕事iこ聞するぺアワーク(10種目頭の仕事のイラストを見て、「良い仕事」と 「悪
い仕事JIこ分睡し、その理由を考える) ← World Vision Australiaが考案したワーク

セッション 5 * 「持続可能な未来」について

-思Ed惑uc護aゑtlOn息f見or氏Su具s足taImnabzlLe Future 

* 教授戦略についての説明

セッション 6 * 気候h変IHp...:動iのLY!内氏容、Yの"，c!説l虫明色唾fQ~QgE}J.N!.tt.erê .p.巴t~111

月8 * 映画 「不都合な真実」の視聴

日 * 子どもにできる行動とは何か

Severn Suzukiによる国連地球サミット(1992)でのスピーチの視聴

• FQunt.l).in，. S 且tu回 t~'on .(or J)ev(J1opme.n.t.'. A. T/蹴'her'sResoura for G10曲l
セッション 7 L悶坦1..l1gk !，.cn_d9!1 ~ Ji吋der&母q岨TJo.n，)!!9s ← ユネスコの事業のー部

* 子どもたちが実際に学校教育の場で行った行動の事例の紹介

二今 ゲストスピーカーを呼んできて議論を促 Lたり、学校の庭での
野菜作りと有機肥料作りを行ったり Lた事例

セッション B
* グローパル教育ウ ェプサイトの閲覧と内容についての説明

*主ゑ易投忽立ふ之土iょの検索と閲覧
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本文献、資料の配布

Calder， M. (00.) ， 8how Me the 肋'rId:Units with 1I Gk担/Perspectire /ur 

Prim8.lY o.nd Mid出血h田'1.Adelaide: Global Eda阻tion(A!ntre， .Au~tra.li!l，_ 1997 

AEF News 
* アイデンティティと文化的多樟性についてのプレーン ・ストーミングと理誼日的伝説明
本 教室で曹われている子ども向け教師のゆで、件匡の文止がどのよヲに描かれているのかについての話Liきいと説明

セッション 9 * 肱行のパン7レヲトの中で、外国の文化がどのよっに描かれているのかについての話し合いと説明
& 市 教材の紹介

セッション10 組蝕鰐ぷA怨むよ
WUrJy，. M.. .& .Sqtjth，);". '1'，田chin~ a.bout Other Countries: A 
Te8chin Model for Primm llI1d Middle島hω.1Te8chers 

月9 
Ad巴laide:Global Education C巴ntr巴 Australia.2007. 

車 CurriculumCorporationによる"TheRiver"を僅ったグループ活動
日 * グローパル教育をどのように芋桂教育の閣で実匝していくことができるのかについての説明

Think GlobaltdよびThinkinrGloballv

* 資料の紹介

セッション11 -段段思斗盟処法託忽懇!t
加 'ss血10:pt四rrTa，由"IXile四 'ng{jgiw. MatoJ皿C町irul岨白血醐n.A~回Ia.l輔i

Ml!f.d9Ch，)L &. }{amstQI'kJ.， XI?Qwipg.Me.， Know)l}g X(α2 江ど

*受講生による宿題のプレゼンテーション

セッション12 車畳講生のプレゼンテーションに対するブロウェットからの評価とフィードパック

(表位、この講座に参加した筆者のフィ ルドノ ッと、配布された資料などに基づき筆者が作成)

存資料や文献は表中に陣韓を引L、て示した。王盤圭丘L主皇Ol;l.:A田 AlDあるいは連邦政府によるものを、

感現主is主主!!2..I;l.:AusAlD以外によるものを示す。

これらは、GEP白グローパル教育の立場性を相対化Lょうとする試みであると言える。 AusA

1Dが作成Lているデータやエピソードなどの資料が改ざんされていることは考えにくいが、ど

のような資料にも、それを作成する者の意図や無意識の前提などが反映される。すなわち、取り

上げるデ タの取捨選択や提示方法によって、自分の主張を支えようとする傾向がある。よって、

こう Lた意図や前提を見抜かなければ、諸問題の理解そのものが資料の性格に大きく規定されて

Lまいかねない。プロウェットはこう Lた点を乗り越えようと Lているのである。ただし、こう

Lた取り組みは必ずLも、AusAIDの立場を批判Lたり反対Lたりすることをねらったものでは

ない。あくまで、学習者一人ひとりが問題を多様な側面から把握し、自分なり由理解を深めるた

め白手立てとされていることには十分に留意する必要がある。

こう Lた取り組みはプロウ ェットだけが行っているものではない。たとえば、グローパル教育

センタ一目ウィルディーは、AusAID白活動内容を相対化L、批判的吟味白対象と Lて議論白姐

上にあげることを意識Lてワ クショップや授業づくりのコンサルティングを行っていると言

う九また、先述白日教諭は自身の授業において、アボリジニの視点を取り入れるための資料を意

識的に利用 Lたり、AusAIDの立場を相対化するための資料を生徒に与えたり Lていると述べ
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た九このようにオーストラリアでは、AusAIDが示すGEPの基本的な構想に白っとりながらも、

実践白レベルにおいて、AusAID白立場を相対化する取り組みが行われていることが分かる。

第三節 グロ パJレ教育プロジェヲ トの特質

以上白検討をふまえ、GEPの特質について考察Lていこう。まず、連邦政府がGEPの推進と

いうかたちでグロ パル教育の発展と全国的な普及に大きく貢献していることが挙げられる。特

に、各州 ・直轄区の主要なセンターや研究者を巻き込んでいることや教師教育に力を入れている

こと、教師が使用しやすい教材やウ ェプサイトを作成していることは、学校教育の場におけるグ

ローパル教育を進めていくための具体的かっ特徴的な方策である。また、国家プロジェクトと L

て進められることによって資金面での保証がなされ、長期的なビジョンを持った堅実な取り組み

を進めることも可能になっている。

次に、AusAIDの意向を反映Lた実践を全国に広めることを可能にするシステム目下で、多様

な実践が行われていることが挙げられる。先述のように、GEPで構想されているグロ パル教

育は、国外の問題に目を向けることを強調するとともに、AusAIDや連邦政府白活動を肯定し、

維持・発展させるという立場に立つものとなっていた。 Lかし、ブロウェットの例のように、実

践レベルの取り組みではこう Lた立場性を見抜き、それを相対化させるための工夫が見られた。

こうした多様な実践を支えている要因とLて、先に述べたGEPにおけるグローパル教育を絶

対視Lたり強要Lたり LないというAusAIDの立場が指摘できる。それに加えてさらに、グロー

パル教育の前身とされる開発教育に関する研究や実践の蓄積、そして人材が充実Lていることを

看過Lてはならない。たとえば 『シリ ズ』は、単元の流れや子どもに考えさせたいポイント、

資料などがセットになっているため、グロ パル教育を実践Lた経験の浅い教師であっても利用

Lやすいものとなっている。こう Lた事例集を作成するためには、実践と理論白十分な研究蓄積

が不可欠であったことは言うまでもないだろう。また、こ白 『シリーズ』における資料や視点、に

は偏りが見られることが指摘されたが、それを相対化Lたり多様な実践白イメージを持ったりす

ることを可能にする資料や人材が存在し、関わっていることによって、GEPは多様な実践を提

供することができているのである。

以上をふまえると、①連邦政府が関わることによって安定Lた取り組みを行うための基盤が確

立されていること、②国家プロジェクトと Lて一定の立場に立つグロ パル教育を構想 Lている

ものの、それを絶対視Lたり強要Lたり Lないことによって多様な実践を行う余地が保障され、

実施されていること、喧開発教育に関する研究蓄積が、実践の多様性を保障するうえで重要な役

割を果たしていること、の3点、がGEPの特質であると言える。

おわりに

本稿では、GEP白基本的構想を整理し、その特質を明らかにすることを目的と Lてきた。ま

ず、グロ パル教育が開発教育に関する研究と実践の蓄積を生かLながら展開してきたことを確

認Lた。次に、GEPでは各州 ・直轄区の担当者を選定Lたり、出版される教材やウェプサイト

の内容に要求を出Lたりすることによって、AusAID白、ひいては連邦政府の意向を反映Lた実

践を全国に広めることを可能にするシステムが確立されていることを明らかにLた。そのうえで、
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「担当者」による具体的な取り組みを検討し、①連邦政府が関わることによって安定Lた取り組

みを行うための基盤が確立されていること、②国家プロジェクlとLて 定の立場に立つグロ

パル教育を構想しているもの白、それを絶対視Lたり強要したり Lないことによって多様な実践

を行う余地が保障され、実施されていること、③開発教育に関する研究蓄積が、実践白多様性を

保障するうえで重要な役割を果たLていること、白3点をGEPの特質と Lて指摘Lた。

本稿で検討してきたように、オーストラリアにおけるグローパル教育は、開発教育の蓄積をふ

まえながら、その成果を一歩進めようとする動き白中で展開Lてきた。そ Lて現在、GEPとい

う1つのプロジェクトとして進められつつも、実践レベルでは多様なものが見られることが分かっ

た。今後は、授業実践の様相を検討することによって、学校教育の場におけるグロ パル教育実

践の具体像を明らかにすることが必要となるだろう。また、本稿では主に、GEPの運営上の特

質について検討を進めてきたが、その思想や理念に関する特質については十分に検討することが

できていない。この点については、他国の取り組みとの比較も行いながら明らかにしていく必要

があるだろう。以上を今後の課題とする。

付記

本稿は、文部科学省グ ロ パルCOEプログラム「心が活きる教育のための国際的拠点」の支

援を受けて実施Lた研究の成果の一部である。また、現地での調査研究を進めるにあたっては、

Mr. Mark WildyやMs.M町 garetCalder、Mr.Arthur Burch、Ms.Cathy McNicolをはじ
め、多くの方々に協力をいただいた。この場を借りて、感謝を申し上げます。

〔註〕

E 後述するように、オ ストラリアにおいてグロ パル教育は一般に、19田年代以前にU閲尭教育と呼ばれ

ていた。まだ開尭教育の名称が慣われていた1由7年よりGEPにつながる活動は開始されたが、現在の体制

になったの1<1田4年頃からであるとされている。

I Reid-Nguyen. R.(困 1，日inkGlobal: Global Perspectives in the Lower 丹'Im81YClassl田 om，

Melbourne: Curricu¥um Corporation， Aust.ralia. 1田9.p.3 

I Guy， R. (ed.l， Look Global: GJoba.J Perspectives in the ilJ卸erPrimary CJassroom. Melbourne 

Curriculum Corporation. Australia. 1田19.p.163 

， Calder. M. & Smith. R.. A Better WorJd for All: DeveJopment Edu岨 tionfor the CJassroom 
(百四kl&2J，Can出rra:Australian Government Publishing Service， Australia. 1991 

• 19岨年に尭足した保守振のハワ ド政権i見回7年まで続いた。却07年11月に行われた総選挙によって労働
党のラヴド CRudd.K.)政権が樹立され、現在に至っている。

・拙稿「オーストラリアの学校教育の場における開尭教育の特質に関する 考察 19耐0年代から1田5年ま

でに焦点を当てて」オセアニア教育学会 『オセアニア教育研究』第12号、2凹6年、pp.51-630

T 拙稿 「コルダ とスミスの開尭教育論に関する一考察 オ ストラリアにおける理論的到達点を探る」

<r京都大学大学院教育学研究科紀聾』第53号、却07年、pp.246おのおよび、拙稿 「フィエンの閲尭教育

論に関する 考察 関尭教育と批判的教育学との関わりに焦点をあててJ<r京都大学大学院教育学研究
科紀要』第54号、羽田年、pp.193レ剖5)。

.前掲拙稿、2006年。

.センターの名称はさまざまであるが、開尭教育を推進するという点では 致しているため、ここで怯 「閲

尭教育センター」と総称する。

前 Calder.M. & Smith. R.. opαt. (&ok 1)， p.18 

一甜8ー



木村 オ ストラリアのグロ パル教育プロジェクトの基本的嶋想とその特質

II Ibid.， pp.16-2D 

Uhttp : //www . g!oba!-edu目tion .asn . au/serv!et/Web?s=1 73盟問&action~h岨gePage&凹gelD=21出白血8

(剖曲年11月27日確認)

益「ホパ ト宣言」でU、経済再生のために教育水準の金図的向上をめざして、初等教育から後期中等教育

までを対象とするナンョナル ・カリキュラムの開尭が訣定されるとと もに、連邦および各州 ・直轄区が協

力して全国規模の教育課程開尭を行うことと、それに関連する質料の作成と出版を行う機関であるカリキュ

ラム ・コ ポレ ションを設立することが決定された。「ホパ ト宣言」の具体的な内容について1<，

http://www.curriculum.edu.au/mωetya!hob町 t_decl町 ation.11577.html(2曲8年11月27日確認)を参

照されたL、。

" rホパート宣言」の改訂版として19四年に揮択された 「アデレード宣言J(httpj!www.mc飽tya困u.au!
m，飽tya!nationalgoals!index.htm、2曲8年11月27日硲認)においても、同様の記述が見られる。
福岡企業の詳細について位、同企業のホ ムペ ジ (ht叩 !!www.curriculum困u.au!阻 ite!∞_home
179曲html、剖岨年11月27日確認)を書照されたL、。

.マクニコル民へのインタピュ による (2田7年12月17日実施@CurriculumCorporation)。教材作成に

関しては、カリキュラム ・コ ポレ ションも含めて広く企業を公募し、入札方式で担当企業を決める場

合もあるが、大半はカリキュラム ・コ ポレ ションに委託されている。

昨 CurriculumCorporation， G1ob81 Pers，同叫ives.' A St8.tement on G1ob81 Et和国tionfor A ustr8li8n 

&hoo1s， Melbourne: Curriculum Corporation， A田 tralia，2u02 
重マクニコル氏へのインタピュ による (2曲7年12月17日実施申CurriculumCorporation)。

・ェデュケーション ・ドット ・エイユーはアデレードに本部を置く企業である。 同企業の詳細について位、

間企業のホームページ (httpj!www.educationau.edu.au!jahia! Jahia!home、2回8年11月27日硲認)を

書照されたL、。

舗httpj/www.globaledu阻 tion.edna.edu.au!global困/go(2旧曲年11月27日確認)。
2 もちろん、オーストラリアのグローパル教育関保諸機関や研究者のすべてがGEPに関わっているわけで

はない (たとえばキリスト教系のNGOであるCarit.asAustralia' ;I.: ~ GEPとはほとんど関わりを持たずに

グロ パル教育を実践してい る)が、 特に連邦政府や州政府との関連が強い学校教育の場で，;I.:~ GEPが実

践に大きな影響を与えていると言える。

• s教諭へのインタビューによる (田町年11月1日実施申A高等学校)。
盆 Calder，M. & Smith， R.， opαι 
舗パ チ民へのインタピュ による (2曲7年12月19日実施申AusAID)。

2 マクニコル民へのインタビューによる (2曲7年12月17日実施申CurriculumCorporation)。

舗S教諭へのインタピュ による (却07年11月1日実施申A高等学校)。

2 パ チ氏へのインタピュ による (2曲7年12月19日実施申AusAID)。

鎗 本節の記述，;I.: ~ <::の講座に書加して筆者が作成したフィールドノーツと、配布された貰料やCD-ROMな

どに基 ゴく。

2 たとえば、CurriculumCorporation， op. ciιなど。
:11 Fountain. S.. Edu団 tionfor L恥 e10pm四 t.'A TI四 d"， 缶晶叩旧四 forG1ob81 L岨 rmnA乙Hodder& 

Stoughton， 1ρndon， 1995 

31 Wildy， M. & Smith， F.， Te8ching 8bout Other Countries.' A Te8ching Mode1 for Prim8ry 8nd 

Midd1e Sch∞，1 Te8chers. Adelaide: Global Education Centre. Au託ralia.2曲7
種ウィルヂィ 民へのインタピュ による (2凹8年2月20日実施@グロ パル教育センタ )。

• s教諭へのインタビューによる(却07年11月1日実施申A高等学校)。

(日本学術振興会特別研究員 教育方法学講座博士後期課程3回生)

(受稿2∞8年9月8目、改稿2旧日8年12月1目、受理2008年12月11日)
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The Framework of t he Global Education Project m Australia 
and Its Cha racteristics 

KIMURA Yu taka 

The purposes of this paper are to describe the framework of the Global Education 

Project (GEP) in Australia and to reveal its characteristics. The GEP is a national 

project aiming to expand high-quali ty practices of global education throughout 

Australia. It has been led by the Australian Agency for International Development 

(AusAID), and it is said that global education in Australia has evolved from develop­

ment education. So I overviewed a brief history of development education in Australia. 

I next revealed the GEP framework . The project has three major initiatives; imple­

menting some programs in ever y state and territory. developing and publishing teach­

ing materials on global education, and launching and updating the Global Education 

Website. I pointed out that the GEP has established a system that makes it possible 

to expand practices representing the intention of AusAID through these initiatives. I 

then analyzed a program conducted by Ms. Browett who is in charge of the GEP in 

Tasmania. Through these investigations, I pointed out three major GEP characteris­

t ics: (1 ) It is supported by the federal government , which gives it a solid base on 

which to continue stable activities; (2) We can find a variety of global education under 

the GEP which provides one framework of global education taking a certain stance as 

a national project; (3) Accumulated studies of development education plays an impor­

tant role in ensuring a possibility in implementing various global education practices. 
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